
　「定期縛りなし」と表示された定期購入を
申し込んだ。初回の商品が届き、解約のた

め販売業者へ電話したところ、「特別割引クーポン」
を利用し、コースを変更しているため４回の購入が
必要と説明された。申し込み直後に表示された
クーポンを利用したことで、いつの間にかコースが
変更されていた。変更されているとは思わなかった。

　「特別割引クーポン」を利用することで、
コースの内容が変更されるケースがあり

ます。特別割引クーポンを利用する際は、最終
確認画面で定期購入の条件が変更になってい
ないか、２回目以降の分量や代金などの販売
条件（特に販売回数）を必ず確認しましょう。
最近は、注文後に特別クーポンのボタンが表示
され、利用すると再度注文し直す形になり、そ
の時に回数の縛りがあるコースに変更になって
いるというものもあります。
通信販売は記載されている事項に従わなけ

ればなりません。納得できなければ業者と直接
話し合うことになります。その際には、証拠の
ために最終確認画面のスクリーンショットを残
しておくことが大事です。
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～藤岡の文化を探る～

【問い合わせ 文化財保護課（☎㉓5
997）】

No.95
藤岡の養蚕農家
～豊蚕への祈り～

日常防災
Everyday disaster prevention

いまからできる！

Everyday disaster preventionEveryday disaster prevention

災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。防災は日常に転がっており、生活と密接に
つながっています。防災を難しく考えず、簡単な
日常の行動と結び付けて取り組んでいきませんか。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】

消費生活の相談は市消費生活センター ☎ fax兼用⑳1133（来庁相談要予約） 相談時間  平日午前9時～午後4時

定期購入の
「特別割引クーポン」に注意！

災害時の万能アイテム
食品用ラップが洗濯紐に大変身！

  食品用ラップを用いた洗濯紐の作り方

食品用ラップは災害時に防寒着や包帯などの代わりにもなる万能アイテムです。今回は食品用ラッ
プが洗濯物を干す洗濯紐に大変身する方法を紹介します。食品用ラップは洗濯紐のほかにも、切れ
た靴紐の補強に使用できるなど活用方法はさまざまで、防災グッズとしても大活躍します。ぜひ家
庭の非常用持ち出し品に加えてみてはいかがでしょうか。

食品用ラップを必要な
長さにカットし、くる
くると手前から少しず
つ巻き、紐状にします。

上の写真のような紐を
３本作ります。

３本の紐を三つ編みに
します。

三つ編みが完成したら、
紐を柵などに掛ければ
洗濯紐に大変身！

▶ ▶ ▶

※令和６年能登半島地震により羽咋市が被災されたことに
伴い、今号のふろむはくいは代替として、藤岡市が実施する
羽咋市への災害支援についてお知らせします 

給水活動の様子

皆さんのご協力をお願いします

　２月の「初
はつうま
午」は立春最初の午の日をいい、

稲荷神社の祭日とされています。かつて養蚕が
盛んだった地域では、蚕神（オシラ様）の祭日
として祭る風習がありました。初午の稲荷神社
の祭りでは、養蚕守護の御札が発行され、蚕道
具や桑苗の市が立ち、縁起を担いで買う人や参
詣する人でにぎわったといわれています。初午
の前夜を「オシラ待ち」といい、養蚕農家では、
米粉で大きめの繭玉をつくり、一升枡やお鉢・
ザルの底に蔟

まぶし
になぞらえてわらを敷き、その上

に繭玉を山盛りにして、繭がたくさん取れるよ
うに願いを込めて、床の間の絹笠様（オシラ様）
の掛軸の前に供えて祭ったそうです。
　オシラ様の祭りは、かつて農家にとって養蚕
がかけがえのないものであったことを今に伝え
ています。明治から昭和初期にかけて養蚕は、
農家にとって貴重な現金収入のすべであったた
め、蚕を「オカイコサマ」と呼んで大切にし、

日夜、労力を惜しみなく費やしました。蚕の飼
育には、桑もぎ・給桑・病気の予防・温度管理
など大変な手間がかかるため、家族全員で取り
組まなければならず、セッチョウ虫（手間をか
ける虫）とさえいわれました。しかし、どんな
に手間をかけ大切に飼育しても、決して安定し
た繭の収量が期待できたわけではなく、繭まで
育てあげるのは難し
いことでした。
　こうしたことから、
かつては蚕神への信
仰や豊蚕祈願も盛ん
でした。また、地域
の神社や寺院では農
家の祈願に応じ、養
蚕加護の御札などを
出していたといわれ
ています。 オシラ様に供えられた繭玉

（中倉）

羽咋市への災害支援
令和６年能登半島地震により亡くなられた
方のご冥福をお祈りするとともに、被災され
た羽咋市の皆さまにお見舞い申し上げます。
１日でも早く平穏な日常に戻れるよう、藤
岡市ではさまざまな支援を実施しています。

◆本市が災害協定を結んでいる、ヨシモト
　ポール㈱の協力の下、救援物資として飲
　　料水 28,800 本（500ml）および給水袋
　　（2,200袋）を提供
◆災害支援募金の受け付けを開始（本号 13
　　ページを確認してください）
◆職員を派遣し、給水車による給水活動や
　　災害ごみ搬入受け入れ支援を実施

藤岡市の支援内容（１月22日現在）
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